
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 2 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ EK 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

8

（1）  実社会に必要な国語の知識や技能を身
に付けるようにする。

（2）  論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像した
りする力を伸ばし，他者との関わりの中で伝え合う力を高
め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができる
ようにする。

「現代の国語」（大修館書店）

国語

 生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに，言語感覚を磨き，我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち，生涯にわたり国語を尊重してその能力
の向上を図る態度を養う。

5

B 　単元　文章の要点を掴む
【知識及び技能】
　常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、文や文章の中
で使っている。
【思考力、判断力、表現力等】
・具体と抽象を理解し、文章の要点を的確にまとめる
【学びに向かう力、人間性等】
・進んで、文章の叙述を基に要点を把握し、学習課題に沿っ
て、内容や形式について論述しようとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

○

【知識・技能】
・常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、文や文章の中で使っている。［(1)ウ］
・個別の情報と一般化された情報との関係について理解している。［(2)イ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえて、内容や構成、論理の展開などについて叙述を
基に的確にとらえ、要旨や要点を把握している。［Ｃ(1)ア］
【主体的に学習に取り組む態度】
・進んで、文章の叙述を基に要点を把握し、学習課題に沿って、内容や形式について論述しよう
としている。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○ ○○

○

１
学
期

A 単元　文章の要点を掴む
【知識及び技能】
　・叙述を的確にとらえる。

【思考力、判断力、表現力等】
・具体と抽象を理解し、文章の要点を的確
にまとめる
【学びに向かう力、人間性等】
・積極的に、学習課題に沿って、具体や抽
象、対比の関係をとらえようとしている。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

定期考査

C 単元　伝える・伝え合う
【知識及び技能】
・相手や目的に応じた語句や文体の使い方を身
につける。
【思考力、判断力、表現力等】
・言葉やコミュニケーションの基礎を知り、学
びに向かう姿勢を作る。
【学びに向かう力、人間性等】
やさしい日本語」に興味をもち、相手や目的に
応じた言葉の使い方を積極的に考えようとして
いる。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

○

○ ○

定期考査 ○ ○

【知識・技能】
・正確さ、分かりやすさ、適切さ、敬意と親しさなどに配慮した表現を理解している。［(1)
イ］
【思考・判断・表現】
・「話すこと・聞くこと」において、相手の理解が得られるように表現を工夫している。[A(1)
ウ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・「やさしい日本語」に興味をもち、相手や目的に応じた言葉の使い方を積極的に考えようとし
ている。

○

○ ○ 8

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己
を向上させ，我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち，言葉を通して他
者や社会に関わろうとする態度を養う 。

現代の国語

配当
時数

（　A組：　田崎　　　）

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

国語 現代の国語

（　B組：　田崎　　　）（　EK組：南部　　　）

態

現代の国語国語

【知識・技能】
・比喩、例示、言い換えなどの修辞や、直接的な述べ方や婉曲的な述べ方について理解し使っている。［(1)カ］
・個別の情報と一般化された情報との関係について理解している。［(2)イ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえて、内容や構成、論理の展開などについて叙述を基に的確にとらえ、要旨や要
点を把握している。［Ｃ(1)ア］
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に、学習課題に沿って、具体や抽象、対比の関係をとらえようとしている。

○ ○ ○

領域
評価規準 知

○

○○

○ ○ 8

○ ○ 1

7

1

○

○

1

【知識・技能】
・話し言葉の特徴や相手に配慮した表現について理解している。［(1)イ]
【思考・判断・表現】
・「話すこと」において、話し言葉の特徴を踏まえ、相手が理解しやすいように表現を工夫して
話している。[Ａ(1)ウ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・口頭での説明を通して、話し言葉の特徴をふまえ、相手が理解しやすい表現を粘り強く工夫す
る中で、自らの学習を調整しようとしている。

D 単元　伝わるように話す
【知識及び技能】
話し言葉の特徴を知る。
【思考力、判断力、表現力等】
・聞き手が理解しやすい説明のしかたを考え、
過不足なく伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
・口頭での説明を通して、話し言葉の特徴をふ
まえ、相手が理解しやすい表現を粘り強く工夫
する中で、自らの学習を調整しようとしてい
る。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

A 単元　わかりやすく書く
【知識及び技能】
書くべき材料のそれぞれの関係や全体の構造に
ついて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
相手に正確に伝わるようにわかりやすく書く
【学びに向かう力、人間性等】
目的や意図に応じて適切な材料と形式を粘り強
く選び、表現する中で、自らの学習を調整しよ
うとしている

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

○

【知識・技能】
・書くべき材料のそれぞれの関係や全体の構造について理解している。[(2)ア・イ］
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、目的や意図に応じた適切な材料や表現形式を選んでいる。［Ｂ(1)
ア］
【主体的に学習に取り組む態度】
・説明を書くことを通して、材料同士の関係や全体の構造に注意しながら、目的や意図に応じて
適切な材料と形式を粘り強く選び、表現する中で、自らの学習を調整しようとしている

○ ○ ○ 5

B 　単元　説得力のある資料をつくる
【知識及び技能】
提案を検討する際に必要な要素を押さえる。
【思考力、判断力、表現力等】
効果的な表現や資料の提示のしかたを工夫す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
意見文の振り返りおよび単元の総括をとおし
て、学習の状況を積極的に把握しようとしてい
る。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

○

【知識・技能】
・根拠として統計資料を引用することの必要性を理解している。［(2)オ］
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、主張を支える根拠として統計資料から適切な情報を抽出できてい
る。［Ｂ(1)ウ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・意見文の振り返りおよび単元の総括をとおして、学習の状況を積極的に把握しようとして
いる。

○

２
学
期

定期考査



5

合計

70

３
学
期

○

D 単元　レポートを書く。
【知識及び技能】
・適切な情報を集め、問いを立てる。
【思考力、判断力、表現力等】
・調べたことを根拠として、問いを解決す
るレポートを書く。
【学びに向かう力、人間性等】
根拠の示し方や説明の仕方を粘り強く考え
る中で、自らの学習を調整しようとしてい
る。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

○

○

【知識・技能】
・情報の妥当性や信頼性の吟味のしかたについて理解を深め使っている。［(2)エ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、目的に応じて、文章や図表などに含まれている情報を相互に関係付け
ながら、内容や書き手の意図を解釈したり、文章の構成や論理の展開などについて評価したりす
るとともに、自分の考えを深めている。［Ｃ(1)イ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・情報の信頼性や妥当性を吟味しながら読もうとしている。

○ ○ ○

【知識・技能】
・文、話、文章の効果的な組立て方や接続の仕方について理解している。［(1)オ］
・引用の仕方や出典の示し方、それらの必要性について理解を深め使っている。［(2)オ］
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、自分の考えや事柄が的確に伝わるよう、根拠の示し方や説明の仕方を考えるととも
に、文章の種類や、文体、語句などの表現の仕方を工夫している。［Ｂ(1)ウ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・レポートを書くことを通して、文、話、文章の効果的な組立て方や接続の仕方について理解を深め、自分の考
えや事柄が的確に伝わるよう、根拠の示し方や説明の仕方を粘り強く考える中で、自らの学習を調整しようとし
ている。

5

【知識・技能】
・主張と論拠など情報と情報との関係について理解している。［(2)ア］
【思考・判断・表現】
・「話すこと・聞くこと」において、論点を共有し、考えを広げたり深めたりしながら、話し合いの目的、種
類、状況に応じて、表現や進行など話し合いの仕方や結論の出し方を工夫している。[Ａ(1)オ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・結論を出すための話し合いの工夫について理解し、その後の学習活動や学校生活に生かそうとしている。

1

8

C 単元　結論を出すために話し合う。
【知識及び技能】
主張と論拠など情報と情報との関係につい
て理解している
【思考力、判断力、表現力等】
異なる意見をもつ人同士が結論を出すため
の話し合いの工夫について理解を深める。
【学びに向かう力、人間性等】
・結論を出すための話し合いの工夫につい
て理解し、その後の学習活動や学校生活に

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

7

C 単元　根拠を吟味して読む
【知識及び技能】

【思考力、判断力、表現力等】
・調べたことを根拠として、問い
を解決するレポートを書く。
【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

定期考査

２
学
期

○ ○

D 単元　文章を読み取って主張を書く。
【知識及び技能】
　・読み手に伝わりやすい主張の組み立て
方について理解している
【思考力、判断力、表現力等】
他者の主張をふまえて、自分の考えを書
く。
【学びに向かう力、人間性等】
・意見文の振り返りおよび単元の総括を通
して、学習の状況を積極的に把握しようと

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

○

【知識・技能】
・読み手に伝わりやすい主張の組み立て方について理解している。[(1)オ]
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、読み手からの評価を踏まえ、自身の意見文の特長・課題を把握し
ている。[Ｂ(1)エ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・意見文の振り返りおよび単元の総括を通して、学習の状況を積極的に把握しようとしてい
る。

○ ○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 Ａ 組～ Ｂ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

【知識・技能】
・古典の世界に親しむために，作品や文章の歴
史的・文化的背景などを理解している。［(2)
イ］
・古典の世界に親しむために，古典を読むため
に必要な文語のきまりや訓読のきまり，古典特
有の表現などについて理解している。［(2)ウ］
【思考力・判断力・表現力】
・「読むこと」において、作品の内容や形式に
ついて、批評したり討論したりしている。［Ｂ
(2)イ］
・「読むこと」において、異なる時代に成立し
た随筆や小説、物語などを読み比べ、それらを
比較して論じたり評論したりする活動。［Ｂ(2)
ウ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・説話文学に興味を持ち、登場人物の言動から
多様な価値観を読み取ろうとしている。・古文
の説話と現代のさまざまな文化との繋がりを理
解しようとしている。

F 1　古文に親しむ
【知識及び技能】
　我が国の言語文化の特質や我が国
の文化と外国の文化との関係につい
て理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
作品や文章に表れているものの見
方、感じ方、考え方をとらえ、内容
を解釈できる。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深め，言
葉をとおして他者や社会に意欲的に
関わろうとしている。

指導内容
・古文の文体や仮名遣いに慣れる。
・登場人物の心情をとらえる。

教材「児のそら寝」

7

○

○ ○

F 1　古文に親しむ
【知識及び技能】
　我が国の言語文化の特質や我が国
の文化と外国の文化との関係につい
て理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
作品や文章に表れているものの見
方、感じ方、考え方をとらえ、内容
を解釈できる。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深め，言
葉をとおして他者や社会に意欲的に
関わろうとしている。

指導内容
・古文の文体や仮名遣いに慣れる。
・作者の伝えたいことをとらえる。

教材「児のそら寝」

8

態

"【知識・技能】
・文章の意味は、文脈の中で形成されることを
理解している。［(1)エ］
・我が国の言語文化の特質や我が国の文化と外
国の文化との関係について理解している。
［(2)ア］
【思考力・判断力・表現力】
・「読むこと」において、作品や文章に表れて
いるものの見方、感じ方、考え方をとらえ、内
容を解釈している。［Ｂ(1)イ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・言葉がもつ価値への認識を深め，言葉をとお
して他者や社会に意欲的に関わろうとしてい
る。

○ ○ ○

領域
評価規準 知

○○ ○○ ○ ○

○

（Ａ組：南部　　　　）

【 知　識　及　び　技　能 】我が国の言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係について理解する。

国語 言語文化

（Ｂ組：南部　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

言語文化国語

○

○ ○

○

【知識・技能】
・古典の世界に親しむために，作品や文章の歴
史的・文化的背景などを理解している。［(2)
イ］
・古典の世界に親しむために，古典を読むため
に必要な文語のきまりや訓読のきまり，古典特
有の表現などについて理解している。［(2)ウ］
【思考力・判断力・表現力】
・「読むこと」において、作品の内容や形式に
ついて、批評したり討論したりしている。［Ｂ
(2)イ］
・「読むこと」において、異なる時代に成立し
た随筆や小説、物語などを読み比べ、それらを
比較して論じたり評論したりする活動。［Ｂ(2)
ウ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・説話文学に興味を持ち、登場人物の言動から
多様な価値観を読み取ろうとしている。・古文
の説話と現代のさまざまな文化との繋がりを理
解しようとしている。

○

（　組：　　　　）

○

１
学
期

A 言語文化への視点
【知識及び技能】
　我が国の言語文化の特質や我が国
の文化と外国の文化との関係につい
て理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
作品や文章に表れているものの見
方、感じ方、考え方をとらえ、内容
を解釈できる。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深め，言
葉をとおして他者や社会に意欲的に
関わろうとしている。

指導内容
・言語と文化の関係について考えを
深める。
・本文の表現を手がかりに登場人物
の心情の変化を理解する。

教材
「羅生門」

指導内容
・言語と文化の関係について考えを
深める。
・本文の表現を手がかりに登場人物
の心情の変化を理解する。

教材
「羅生門」

定期考査

我が国の言語文化の特質や我が国の文化と外国
の文化との関係について理解する。

作品や文章に表れているものの見方、感じ方、
考え方をとらえ、内容を解釈できる。

大修館書店　言語文化

国語

作品や文章に表れているものの見方、感じ方、考え方をとらえ、内容を解釈できる。

言葉がもつ価値への認識を深め，言葉をとおして他者や社会に意欲的に関わろうとしている。

8

A 言語文化への視点
【知識及び技能】
　我が国の言語文化の特質や我が国
の文化と外国の文化との関係につい
て理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
作品や文章に表れているものの見
方、感じ方、考え方をとらえ、内容
を解釈できる。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深め，言
葉をとおして他者や社会に意欲的に
関わろうとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

○

"【知識・技能】
・文章の意味は、文脈の中で形成されることを
理解している。［(1)エ］
・我が国の言語文化への理解につながる読書の
意義と効用について理解を深めている。［(2)
カ］
【思考力・判断力・表現力】
・「読むこと」において、作品や文章に表れて
いるものの見方、感じ方、考え方をとらえ、内
容を解釈している。［Ｂ(1)イ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・言葉がもつ価値への認識を深め、言葉をとお
して他者や社会に意欲的に関わろうとしてい
る。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○ ○○ ○

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深め，言葉をとおし
て他者や社会に意欲的に関わろうとしている。

言語文化

配当
時数

8

1



G 1　現代に生きる言葉
【知識及び技能】
　我が国の言語文化の特質や我が国
の文化と外国の文化との関係につい
て理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
作品や文章に表れているものの見
方、感じ方、考え方をとらえ、内容
を解釈できる。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深め，言
葉をとおして他者や社会に意欲的に
関わろうとしている。

・故事成語の意味や背景について理
解する。
・作者が話にこめた意図をとらえ
る。

教材「蛇足」

1

○ ○

○ ○

"【知識・技能】
・文章の意味は、文脈の中で形成されることを
理解している。［(1)エ］
・我が国の言語文化の特質や我が国の文化と外
国の文化との関係について理解している。
［(2)ア］
【思考力・判断力・表現力】
・「読むこと」において、作品や文章に表れて
いるものの見方、感じ方、考え方をとらえ、内
容を解釈している。［Ｂ(1)イ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・言葉がもつ価値への認識を深め，言葉をとお
して他者や社会に意欲的に関わろうとしてい
る。

○

1

○ 8

○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○

【知識・技能】
・我が国の言語文化の特質や我が国の文化と外
国の文化との関係について理解している。
［(2)ア］
・古典の世界に親しむために、作品や文章の歴
史的・文化的背景などを理解すること。［(2)
イ］

○○○

○ ○

３
学
期

○

【知識・技能】
・我が国の言語文化の特質や我が国の文化と外
国の文化との関係について理解している。
［(2)ア］
・古典の世界に親しむために、作品や文章の歴
史的・文化的背景などを理解すること。［(2)
イ］

定期考査

定期考査

○

○ ○

○

○

２
学
期

G 1　漢文に親しむ
【知識及び技能】
　我が国の言語文化の特質や我が国
の文化と外国の文化との関係につい
て理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
作品や文章に表れているものの見
方、感じ方、考え方をとらえ、内容
を解釈できる。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深め，言
葉をとおして他者や社会に意欲的に
関わろうとしている。

指導内容
・漢文の文体や構造に慣れる。
・作者の伝えたいことをとらえる。

教材「論語」

○ ○

○

１
学
期

定期考査 ○ ○

A 表現の多様性
【知識及び技能】
　我が国の言語文化の特質や我が国
の文化と外国の文化との関係につい
て理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
作品や文章に表れているものの見
方、感じ方、考え方をとらえ、内容
を解釈できる。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深め，言
葉をとおして他者や社会に意欲的に
関わろうとしている。

指導内容
・比喩や象徴の役割について理解す
る。
・作品においてどのようなことが表
現されているか考えを深める。

教材
「夢中夜」 ○

定期考査
1

合計

71

○

12

8

8

○

F 1　古文に親しむ
【知識及び技能】
　我が国の言語文化の特質や我が国
の文化と外国の文化との関係につい
て理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
作品や文章に表れているものの見
方、感じ方、考え方をとらえ、内容
を解釈できる。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深め，言
葉をとおして他者や社会に意欲的に
関わろうとしている。

指導内容
・和歌の役割を理解する。
・登場人物の心情をとらえる。

教材「芥川」

○ ○ ○

【知識・技能】
・我が国の言語文化の特質や我が国の文化と外
国の文化との関係について理解している。
［(2)ア］
・古典の世界に親しむために、作品や文章の歴
史的・文化的背景などを理解すること。［(2)
イ］

○ ○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 2 単位

対象学年組：第 2 学年 群

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話
・
聞

書 読

【知識及び技能】用言の活用を理解している。
【思考力、判断力、表現力】本文に即して登場人物の関係を考えている。
【学びに向かう力、人間性】積極的に古文を読み、わからないことを意欲的に調べようとし
ている。

○ ○ 1

適切に表現する能力を高めるとともに、ものの見方、感じ
方、考え方を深める。

「言語文化」（大修館書店）

国語

 生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに，言語感覚を磨き，我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち，生涯にわたり国語を尊重してその能力
の向上を図る態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

定期考査 ○

１
学
期

定期考査

A 説話
【知識及び技能】
　用言を復習し、理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
本文に即して、登場人物の関係を
考える。
【学びに向かう力、人間性等】
わからないことについて意欲的に
調べようとする。

・宇治拾遺物語「児のそら寝」
・説話について
・用言の学習

B 物語（一）
【知識及び技能】
　用言を復習し、理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
本文に即して、登場人物の関係を考
える。
【学びに向かう力、人間性等】
わからないことについて意欲的に調
べようとする。

・伊勢物語「初冠」
・歌物語について
・助動詞について

○

【知識及び技能】用言の活用を理解している。
【思考力、判断力、表現力】本文に即して登場人物の関係を考えている。
【学びに向かう力、人間性】積極的に古文を読み、わからないことを意欲的に調べようとしてい
る。

○

【学びに向かう力、人間性等】

進んで読書することによって、国語の向上を図り人生を豊かにする態度を育て
る。

言語文化

配当
時数

（　EK組：　木村　）

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

国語 言語文化

態

言語文化国語

領域
評価規準 知

近代以降の様々な文章を的確に理解する

○ 1

○ ○ 8

○ ○

○

1

○ ○ 5

○ ○ ○

２
学
期

定期考査

A 単元　「羅生門」（芥川龍之介）
【知識及び技能】
・登場人物の心情や境遇を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・文体の特徴や語りの構造をとらえ
る
【学びに向かう力、人間性等】
目的や意図に応じて適切な材料と形
式を粘り強く選び、表現する中で、
自らの学習を調整しようとしている

・「羅生門」（芥川龍之介）
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・文学的な文章やそれに関する文章の種類や特徴などについて理解を深めている。［(1)ウ］
・文学的な文章を読むことをとおして、我が国の言語文化の特質について理解を深めている。
［(2)ア］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえて、内容や構成、展開、描写のしかたなどを的確
にとらえている。[Ｂ(1)ア]
・「読むこと」において、作品に表れているものの見方、感じ方、考え方をとらえるとともに、
作品が成立した背景や他の作品などとの関係をふまえ、作品の解釈を深めている。[Ｂ(1)オ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・文体の特徴や語りの構造に興味をもち、登場人物の心情や境遇をふまえて、作品を読み味わお
うとしている。

○ ○ ○

○ ○ ○ 7

○ ○ ○ ○ 12

○ ○



単元　「良識派」（安部公房）
【知識及び技能】
論証したり学術的な学習の基礎を学
んだりするために必要な語句を習得
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・対比的な概念や具体例の意図をと
らえ、文章の要点をつかむ。
【学びに向かう力、人間性等】
「良識派」の問題について考えを深
めようとしている

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句の量を増し、文章の中で使う
ことを通して、語感を磨き語彙を豊かにしている。[(1)イ]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、関連する文章や資料を基に、書き手の立場や目的を考えながら、内容
の解釈を深めている。[Ｂ(1)オ]
・「読むこと」において、設定した題材に関連する複数の文章や資料を基に、必要な情報を関係
付けて自分の考えを広げたり深めたりしている。[Ｂ(1)キ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・学習課題に沿って、対比的な概念や具体例の意図を押さえつつ、粘り強く文章の要点をとらえ
ようとしている。

・「良識派」（安部公房）
・一人１台端末の活用

5

合計

62

○

○ ○ ○ ○

○ ○

○

○

○

３
学
期

○

○○ ○ ○

1

8

○ ○ ○ 7

○ ○

6

定期考査

・「蛇足」
・返り点、再読文字
・一人１台端末の活用

B 単元　「蛇足」
【知識及び技能】
・漢文の表現について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・人物の境遇と心情をおさえる。
【学びに向かう力、人間性等】
・漢文の知識を踏まえ、作品の魅力
を読み味わおうとしている。

【知識・技能】
・漢文の文法事項を理解している。［(1)イ]
・文学的な文章を読むことをとおして、我が国の言語文化の特質について理解を深めている。
［(2)ア]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえて、内容や構成、展開、描写のしかたなどを的確
にとらえている。[Ｂ(1)ア]
・「読むこと」において、作品の内容や解釈をふまえ、ものの見方、感じ方、考え方を深めてい
る。[Ｂ(1)カ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・漢文の知識を踏まえ、作品の魅力を読み味わおうとしている。

２
学
期

○ ○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 Ａ 組～ Ｂ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

定期考査
〇

8

・古今著聞集「大江山」
・説話について
・用言の復習

○ ○

定期考査 ○

8

〇 1

B 物語（一）
【知識及び技能】
　用言を復習し、理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
本文に即して、登場人物の関係を考
える。
【学びに向かう力、人間性等】
わからないことについて意欲的に調
べようとする。

・伊勢物語「初冠」
・歌物語について
・助動詞について

E 随筆
【知識及び技能】
　用言を復習し、理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
本文に即して、登場人物の関係を考
える。
【学びに向かう力、人間性等】
わからないことについて意欲的に調
べようとする。

・枕草子「中納言参り給ひて」
・敬語について

〇 〇 〇

【知識及び技能】用言の活用を理解している。
【思考力、判断力、表現力】本文に即して登場
人物の関係を考えている。
【学びに向かう力、人間性】積極的に古文を読
み、わからないことを意欲的に調べようとして
いる。 〇 〇 〇

○

古文の意味内容を改めて考え、単語・文法を的
確に理解している。

登場人物の行動や心情について深く考え、自分の考
えを表現することができる。

精選　古典探究（三省堂）

国語

登場人物の行動や心情について深く考え、自分の考えを表現することができる。

積極的に古文を読み、我が国の言語文化に対する理解を深めようとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

古典基礎

配当
時数

２
学
期

D
【知識及び技能】
　用言を復習し、理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
本文に即して、登場人物の関係を考
える。
【学びに向かう力、人間性等】
わからないことについて意欲的に調
べようとする。

・杞憂
・返り点について
・再読文字について
・使役形について

〇 〇

○

〇

１
学
期

A 説話
【知識及び技能】
　用言を復習し、理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
本文に即して、登場人物の関係を考
える。
【学びに向かう力、人間性等】
わからないことについて意欲的に調
べようとする。

〇

古典基礎国語

【知識及び技能】用言の活用を理解している。
【思考力、判断力、表現力】本文に即して登場
人物の関係を考えている。
【学びに向かう力、人間性】積極的に古文を読
み、わからないことを意欲的に調べようとして
いる。

○ ○

〇

定期考査

（　組：　　　　）

【学びに向かう力、人間性等】

○ ○

【知識及び技能】用言の活用を理解している。
【思考力、判断力、表現力】本文に即して登場
人物の関係を考えている。
【学びに向かう力、人間性】積極的に古文を読
み、わからないことを意欲的に調べようとして
いる。

〇

○

〇

○

○

積極的に古文を読み、我が国の言語文化に対す
る理解を深めようとしている。

（Ａ組：木村　　　　）

【 知　識　及　び　技　能 】古文の意味内容を改めて考え、単語・文法を的確に理解している。

国語 古典基礎 2

（Ｂ組：木村　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）

〇 〇

○

7

態
領域

評価規準 知

○

【知識及び技能】用言の活用を理解している。
【思考力、判断力、表現力】本文に即して登場
人物の関係を考えている。
【学びに向かう力、人間性】積極的に古文を読
み、わからないことを意欲的に調べようとして
いる。

○ ○ ○

○○

○

○

12

7

1

【知識及び技能】用言の活用を理解している。
【思考力、判断力、表現力】本文に即して登場
人物の関係を考えている。
【学びに向かう力、人間性】積極的に古文を読
み、わからないことを意欲的に調べようとして
いる。

C 物語（一）
【知識及び技能】
　用言を復習し、理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
本文に即して、登場人物の関係を考
える。
【学びに向かう力、人間性等】
わからないことについて意欲的に調
べようとする。

・伊勢物語「小野の雪」
・和歌の解釈について
・修辞について

〇 〇 〇



〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

F 物語（二）
【知識及び技能】
　用言を復習し、理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
本文に即して、登場人物の関係を考
える。
【学びに向かう力、人間性等】
わからないことについて意欲的に調
べようとする。

G 項羽と劉邦
【知識及び技能】
　用言を復習し、理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
本文に即して、登場人物の関係を考
える。
【学びに向かう力、人間性等】
わからないことについて意欲的に調
べようとする。

・平家物語「忠度の都落ち」
・軍記物語について

・史記「鴻門の会」
・疑問形、反語形について

【知識及び技能】用言の活用を理解している。
【思考力、判断力、表現力】本文に即して登場
人物の関係を考えている。
【学びに向かう力、人間性】積極的に古文を読
み、わからないことを意欲的に調べようとして
いる。

【知識及び技能】用言の活用を理解している。
【思考力、判断力、表現力】本文に即して登場
人物の関係を考えている。
【学びに向かう力、人間性】積極的に古文を読
み、わからないことを意欲的に調べようとして
いる。

7

8

２
学
期

３
学
期

〇 〇 7

H 物語（二）
【知識及び技能】
　用言を復習し、理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
本文に即して、登場人物の関係を考
える。
【学びに向かう力、人間性等】
わからないことについて意欲的に調
べようとする。

・大鏡「弓争ひ」
・大鏡の語り手について

定期考査

〇 〇

【知識及び技能】用言の活用を理解している。
【思考力、判断力、表現力】本文に即して登場
人物の関係を考えている。
【学びに向かう力、人間性】積極的に古文を読
み、わからないことを意欲的に調べようとして
いる。〇〇

7

I 物語（二）
【知識及び技能】
　文法事項を復習し、理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
本文に即して、登場人物の思考を考
える。
【学びに向かう力、人間性等】
わからないことについて意欲的に調
べようとする。

・塞翁が馬
・文法総復習

〇 〇 〇

【知識及び技能】漢文の文法を理解している。
【思考力、判断力、表現力】本文に即して登場
人物の思考を考えている。
【学びに向かう力、人間性】積極的に漢文を読
み、わからないことを意欲的に調べようとして
いる。 〇 〇 〇

定期考査

73

合計



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 2 単位

対象学年組：第 2 学年 Ⅳ 群

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

２
学
期

定期考査

A 単元　「書いて伝える【活動編】
【知識及び技能】
・テーマ型や文章題型など、小論文の形式につ
いて、理解する。。
【思考力、判断力、表現力等】
・それぞれの形にあった文章を考えることが出
来たか。
【学びに向かう力、人間性等】
問題の特徴を理解し、相手が求めてる技能を把
握することが出来たか。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・文学的な文章やそれに関する文章の種類や特徴などについて理解を深めている。［(1)ウ］
・文学的な文章を読むことをとおして、我が国の言語文化の特質について理解を深めている。
［(2)ア］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえて、内容や構成、展開、描写のしかたなどを的確
にとらえている。[Ｂ(1)ア]
・「読むこと」において、作品に表れているものの見方、感じ方、考え方をとらえるとともに、
作品が成立した背景や他の作品などとの関係をふまえ、作品の解釈を深めている。[Ｂ(1)オ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・文体の特徴や語りの構造に興味をもち、登場人物の心情や境遇をふまえて、作品を読み味わお
うとしている。

○ ○ ○

○

○

1

○ ○ 8

○ ○

○

1

○

○ ○

【知識・技能】
・言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを理解している。［(1)ア]
・文学的な文章を読むことをとおして、我が国の言語文化の特質について理解を深めている。
［(2)ア]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、語り手の視点や場面の設定のしかた、表現の特色について評価するこ
とをとおして、内容を解釈している。[Ｂ(1)イ]
・「読むこと」において、作品の内容や解釈をふまえ、人間、社会、自然などに対するものの見
方、感じ方、考え方を深めている。[Ｂ(1)カ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・韻文の表現や効果について理解を深め、作品の魅力を読み味わおうとしている。

1

○ ○ 5

○ ○ ○

7

○

【学びに向かう力、人間性等】

進んで読書することによって、国語の向上を図り人生を豊かにする態度を育て
る。

国語探究

配当
時数

（　ABEK組：　田崎　　　）

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

国語 国語探究

態

国語探究国語

領域
評価規準 知

○

○ ○

定期考査 ○ ○

○

○

○

近代以降の様々な文章を的確に理解する 適切に表現する能力を高めるとともに、ものの見方、感じ
方、考え方を深める。

「表現ワークブック」（明治書院）

国語

 生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに，言語感覚を磨き，我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち，生涯にわたり国語を尊重してその能力
の向上を図る態度を養う。

5

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

１
学
期

○

A 単元　「書いて伝える【準備編】」
【知識及び技能】
文章の基本的なルールを覚え、実際に執筆
する際に活用する。
【思考力、判断力、表現力等】
・単元で覚えたことを活用して文章を書く
ことが出来る。
【学びに向かう力、人間性等】
・必要事項について、相手の立場に立って
考えることが出来るか。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

B 単元　「書いて伝える【執筆編】」
【知識及び技能】
・テーマを考え、問を立てることから、文章を
完成させるところまでを作ることが出来る。
【思考力、判断力、表現力等】
・相手を想定した内容で書くことができたか。
【学びに向かう力、人間性等】
・テーマは自分の興味関心に沿ったものを選ぶ
ことが出来たか。また、社会に有用なテーマに
なっているか

8

○

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句の量を増し、文章の中で使うことを通して、語感を磨き語
彙を豊かにしている。［(1)イ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえて、内容や構成、論理の展開などを的確にとらえ、論点を明確にしながら要旨
を把握している。［Ｂ(1)ア］
・「読むこと」において、人間、社会、自然などについて、文章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と結びつけて、新
たな観点から自分の考えを深めている。［Ｂ(1)カ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・学習課題に沿って、本文中の語句の定義を押さえ、粘り強く筆者の主張を読み取ろうとしている。

8○ ○ ○○ ○

○

○

○



定期考査

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

B 単元「声で伝える【準備編】」
【知識及び技能】
・声で伝える際の基本的な事項を
把握する。
【思考力、判断力、表現力等】
・基本事項を理解して、プレゼン
テーションができたか。
【学びに向かう力、人間性等】
・相互に学び合うことで、自分の
力を客観的に評価する。

【知識・技能】
・情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を増し、文章の中で使うことをとおして、語感を磨
き語彙を豊かにしている。［(1)イ]
・文学的な文章を読むことをとおして、我が国の言語文化の特質について理解を深めている。
［(2)ア]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえて、内容や構成、展開、描写のしかたなどを的確
にとらえている。[Ｂ(1)ア]
・「読むこと」において、作品の内容や解釈をふまえ、人間、社会、自然などに対するものの見
方、感じ方、考え方を深めている。[Ｂ(1)カ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・登場人物の境遇や、それぞれの人物関係をおさえ、作品の魅力を読み味わおうとしている。

２
学
期

○ ○

1

8

○ ○ ○ 7

○ ○

5

○ ○ ○

○

○ ○

○

○

３
学
期

○

○○

単元「声で伝える【活動編】」
【知識及び技能】
スピーチや、インタビュー、ディベートな
ど、話し合いの形を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
課題にあった適切な話し合いの形を考える
ことが出来るか。
【学びに向かう力、人間性等】
相手や自分の意見を調整し、目標に向かっ
て取り組むことが出来るか。

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句の量を増し、文章の中で使うことを通して、
語感を磨き語彙を豊かにしている。[(1)イ]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、関連する文章や資料を基に、書き手の立場や目的を考えながら、内容の解釈を深めて
いる。[Ｂ(1)オ]
・「読むこと」において、設定した題材に関連する複数の文章や資料を基に、必要な情報を関係付けて自分の考
えを広げたり深めたりしている。[Ｂ(1)キ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・学習課題に沿って、対比的な概念や具体例の意図を押さえつつ、粘り強く筆者の主張をとらえようとしてい
る。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

5

合計
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○
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年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 2 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

２
学
期

定期考査

A 単元　山月記
【知識及び技能】
・登場人物の心情や境遇を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・文体の特徴や語りの構造をとらえる
【学びに向かう力、人間性等】
目的や意図に応じて適切な材料と形式を粘り強
く選び、表現する中で、自らの学習を調整しよ
うとしている

・「山月記」（中島敦）
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・文学的な文章やそれに関する文章の種類や特徴などについて理解を深めている。［(1)ウ］
・文学的な文章を読むことをとおして、我が国の言語文化の特質について理解を深めている。
［(2)ア］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえて、内容や構成、展開、描写のしかたなどを的確
にとらえている。[Ｂ(1)ア]
・「読むこと」において、作品に表れているものの見方、感じ方、考え方をとらえるとともに、
作品が成立した背景や他の作品などとの関係をふまえ、作品の解釈を深めている。[Ｂ(1)オ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・文体の特徴や語りの構造に興味をもち、登場人物の心情や境遇をふまえて、作品を読み味わお
うとしている。

○ ○

○

○

1

○ ○ 8

○ ○

○

1

○

○ ○

【知識・技能】
・言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを理解している。［(1)ア]
・文学的な文章を読むことをとおして、我が国の言語文化の特質について理解を深めている。
［(2)ア]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、語り手の視点や場面の設定のしかた、表現の特色について評価するこ
とをとおして、内容を解釈している。[Ｂ(1)イ]
・「読むこと」において、作品の内容や解釈をふまえ、人間、社会、自然などに対するものの見
方、感じ方、考え方を深めている。[Ｂ(1)カ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・擬人法の表現や効果について理解を深め、作品の魅力を読み味わおうとしている。

1

○ ○ 5

○ ○ ○

7

○

【学びに向かう力、人間性等】

進んで読書することによって、国語の向上を図り人生を豊かにする態度を育て
る。

文学国語

配当
時数

（　AB組：　木村　　）

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

国語 文学国語

態

文学国語国語

領域
評価規準 知

○

○ ○

定期考査 ○ ○

○

○

○

近代以降の様々な文章を的確に理解する 適切に表現する能力を高めるとともに、ものの見方、感じ
方、考え方を深める。

「文学国語」（大修館書店）

国語

 生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに，言語感覚を磨き，我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち，生涯にわたり国語を尊重してその能力
の向上を図る態度を養う。

5

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

１
学
期

定期考査

A 単元　読む
【知識及び技能】
文章の中で使うことを通して、語感を磨き
語彙を豊かにできる。
【思考力、判断力、表現力等】
・筆者が定義することを的確に押さえ、主
張をとらえる。
【学びに向かう力、人間性等】
・これからの時代における「書く」「読
む」力について、自分の考えをもつ。

・文学的文章の読み方
・一人１台端末の活用　等

C 単元　山椒魚
【知識及び技能】
・言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあ
ることを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・韻文の表現や効果について理解を深める。
【学びに向かう力、人間性等】
・詩、短歌、俳句の形式やリズムを味わうとし
ている。

8

○

・「山椒魚」（井伏鱒二）
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句の量を増し、文章の中で使うことを通して、語感を磨き語
彙を豊かにしている。［(1)イ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえて、内容や構成、論理の展開などを的確にとらえ、論点を明確にしながら要旨
を把握している。［Ｂ(1)ア］
・「読むこと」において、人間、社会、自然などについて、文章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と結びつけて、新
たな観点から自分の考えを深めている。［Ｂ(1)カ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・学習課題に沿って、本文中の語句の定義を押さえ、粘り強く筆者の主張を読み取ろうとしている。

8○ ○ ○○

○

○

○



定期考査

・「こころ」（夏目漱石）
・一人１台端末の活用

C 単元　こころ
【知識及び技能】
・書簡体の表現について理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・人物関係や人物の境遇と心情を
おさえる。
【学びに向かう力、人間性等】
・登場人物の境遇や、それぞれの
人物関係をおさえ、作品の魅力を
読み味わおうとしている。

【知識・技能】
・情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を増し、文章の中で使うことをとおして、語感を磨
き語彙を豊かにしている。［(1)イ]
・文学的な文章を読むことをとおして、我が国の言語文化の特質について理解を深めている。
［(2)ア]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえて、内容や構成、展開、描写のしかたなどを的確
にとらえている。[Ｂ(1)ア]
・「読むこと」において、作品の内容や解釈をふまえ、人間、社会、自然などに対するものの見
方、感じ方、考え方を深めている。[Ｂ(1)カ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・登場人物の境遇や、それぞれの人物関係をおさえ、作品の魅力を読み味わおうとしている。

２
学
期

○ ○

1

8

○ ○ ○ 7

○ ○

6

○ ○

○

○ ○

○

○

３
学
期

○

○○

単元　「短歌」
【知識及び技能】
論証したり学術的な学習の基礎を学んだり
するために必要な語句を習得できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・対比的な概念や具体例の意図をとらえ、
筆者の主張をつかむ。
【学びに向かう力、人間性等】
「自由」という視点から日本の近代につい
て考えを深めようとしている

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句の量を増し、文章の中で使うことを通して、
語感を磨き語彙を豊かにしている。[(1)イ]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、関連する文章や資料を基に、書き手の立場や目的を考えながら、内容の解釈を深めて
いる。[Ｂ(1)オ]
・「読むこと」において、設定した題材に関連する複数の文章や資料を基に、必要な情報を関係付けて自分の考
えを広げたり深めたりしている。[Ｂ(1)キ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・学習課題に沿って、短歌を詠もうとしている。

・短歌について
・一人１台端末の活用

5

合計

71

○

○ ○ ○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 Ａ 組～ Ｂ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

7

1

【知識及び技能】歴史物語の特徴を理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力】本文に即して登場
人物の関係を考えている。
【学びに向かう力、人間性】積極的に古文を読
み、わからないことを意欲的に調べようとして
いる。

C 物語（一）
【知識及び技能】
　歴史物語を復習し、理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
本文に即して、登場人物の関係を考
える。
【学びに向かう力、人間性等】
わからないことについて意欲的に調
べようとする。

・大鏡「三舟の才」
・歴史物語について

〇 〇 〇 〇

〇 〇

〇 ○

〇

7

態
領域

評価規準 知

○

【知識及び技能】古文の文法事項を理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力】本文に即して登場
人物の関係を考えている。
【学びに向かう力、人間性】積極的に古文を読
み、わからないことを意欲的に調べようとして
いる。

○ ○ ○

○○

○

○

12

（Ａ組：木村　　　　）

【 知　識　及　び　技　能 】古文の意味内容を改めて考え、単語・文法を的確に理解している。

国語 古典演習 2

（Ｂ組：木村　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）

古典演習国語

【知識及び技能】日記文学の特徴を理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力】本文に即して登場
人物の関係を考えている。
【学びに向かう力、人間性】積極的に古文を読
み、わからないことを意欲的に調べようとして
いる。

○ ○

〇

定期考査

（　組：　　　　）

【学びに向かう力、人間性等】

○ ○

【知識及び技能】助動詞を理解している。
【思考力、判断力、表現力】本文に即して登場
人物の関係を考えている。
【学びに向かう力、人間性】積極的に古文を読
み、わからないことを意欲的に調べようとして
いる。

〇

○

〇

○

○

積極的に古文を読み、我が国の言語文化に対す
る理解を深めようとしている。

２
学
期

D 日記
【知識及び技能】
　文法事項を復習し、理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
本文に即して、登場人物の関係を考
える。
【学びに向かう力、人間性等】
わからないことについて意欲的に調
べようとする。

・更級日記「源氏の五十余巻」
・日記文学について

〇 〇

○

〇

１
学
期

A 随筆
【知識及び技能】
　文法事項を復習し、理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
本文に即して、登場人物の関係を考
える。
【学びに向かう力、人間性等】
わからないことについて意欲的に調
べようとする。

〇

古文の意味内容を改めて考え、単語・文法を的
確に理解している。

登場人物の行動や心情について深く考え、自分の考
えを表現することができる。

国語

登場人物の行動や心情について深く考え、自分の考えを表現することができる。

積極的に古文を読み、我が国の言語文化に対する理解を深めようとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

古典演習

配当
時数

8

・枕草子「二月つごもりごろに」
・随筆について
・文法事項の復習

○ ○

定期考査 ○

8

〇 1

B 物語（一）
【知識及び技能】
　助動詞を復習し、理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
本文に即して、登場人物の関係を考
える。
【学びに向かう力、人間性等】
わからないことについて意欲的に調
べようとする。

・大鏡「弓争ひ」
・歴史物語について
・助動詞について

E 物語
【知識及び技能】
　源氏物語について、理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
本文に即して、登場人物の関係を考
える。
【学びに向かう力、人間性等】
わからないことについて意欲的に調
べようとする。

・源氏物語「心づくしの秋風」
・敬語について

〇 〇 〇

【知識及び技能】源氏物語について理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力】本文に即して登場
人物の関係を考えている。
【学びに向かう力、人間性】積極的に古文を読
み、わからないことを意欲的に調べようとして
いる。

〇 〇 〇

○

定期考査
〇



〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇

7

H 問題演習
【知識及び技能】
　用言を復習し、理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
本文に即して、登場人物の関係を考
える。
【学びに向かう力、人間性等】
わからないことについて意欲的に調
べようとする。

・共通テストや私大過去問演習を行
う。

定期考査

〇 〇

【知識及び技能】古文の知識を理解している。
【思考力、判断力、表現力】本文に即して登場
人物の関係を考えている。
【学びに向かう力、人間性】積極的に古文を読
み、わからないことを意欲的に調べようとして
いる。〇〇

３
学
期

〇 〇

２
学
期 F 物語

【知識及び技能】
　文法事項を復習し、理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
本文に即して、登場人物の関係を考
える。
【学びに向かう力、人間性等】
わからないことについて意欲的に調
べようとする。

G 源氏物語
【知識及び技能】
　文法事項を復習し、理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
本文に即して、登場人物の関係を考
える。
【学びに向かう力、人間性等】
わからないことについて意欲的に調
べようとする。

・源氏物語「明石の君の苦悩」

・史記「萩の上露」
・疑問形、反語形について

【知識及び技能】源氏物語について理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力】本文に即して登場
人物の関係を考えている。
【学びに向かう力、人間性】積極的に古文を読
み、わからないことを意欲的に調べようとして
いる。

【知識及び技能】源氏物語について理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力】本文に即して登場
人物の関係を考えている。
【学びに向かう力、人間性】積極的に古文を読
み、わからないことを意欲的に調べようとして
いる。

7

8



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

〇

○ ○

〇

【知識・技能】
・ 話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の
特色について理解を深め、伝え合う目的や場
面、相手、手段に応じた適切な表現や言葉遣
いを理解し、使い分けている。[（１）イ]
・自分の思いや考えを多彩に表現するために
必要な語句の量を増し、話や文章の中で使う
ことをとおして、語感を磨き語彙を豊かにし
ている。[（１）ウ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・「言葉の使い分けクイズ」をとおして、相
手に応じて適切な言葉を使い分けることに積
極的に取り組もうとしている。

〇〇

20

20

B レッスン２
　整った文を書く
【知識及び技能】
　文章の意味は、文脈の中で形成さ
れることを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
作品や文章に表れているものの見
方、感じ方、考え方をとらえ、内容
を解釈する。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深め，言
葉をとおして他者や社会に意欲的に
関わろうとしている。

○

【知識・技能】
・書き言葉の特徴について理解を深め、係り
受けを整えたり文末表現を統一したりするこ
とについて理解している。[（１）イ]
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、伝えたいことを明
確に伝えるために、係り受けや文末表現の統
一に留意し、表現のしかたを工夫している。
［Ｂ(1)オ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・設問に取り組むことをとおして、係り受け
を整えたり文末表現を統一したりする学習に
積極的に取り組もうとしている。

１
学
期

【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、長すぎる文やあい
まいな文を避け、読点を適切に用いるなど、
表現のしかたを工夫している。［Ｂ(1)オ］
・「書くこと」において、自分が書いた文や
文章が、読み手にわかりやすく伝わるかどう
かを吟味し、表現全体を整えたり、読点の打
ち方を工夫したりしている。［Ｂ(1)カ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・わかりやすい文を書くことに意欲をもち、
積極的に学習に取り組んでいる。

D レッスン４
　わかりやすい文を書く
【知識及び技能】
　文章の意味は、文脈の中で形成さ
れることを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
作品や文章に表れているものの見
方、感じ方、考え方をとらえ、内容
を解釈する。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深め，言
葉をとおして他者や社会に意欲的に
関わろうとしている。

〇 〇〇 ○

C レッスン３
　相手に応じた言葉遣い
【知識及び技能】
　文章の意味は、文脈の中で形成さ
れることを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
作品や文章に表れているものの見
方、感じ方、考え方をとらえ、内容
を解釈する。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深め，言
葉をとおして他者や社会に意欲的に
関わろうとしている。

・敬語について正しい理解をも
ち、その使い分けについて理解す
る。
・話し言葉と書き言葉の違いや、
その使い分けについて理解する。
・和語・漢語・外来語のニュアン
スの違いと、その使い分けについ
て理解する。

・長すぎる文を避け、わかりやす
い文にする方法を理解する。
・読点を適切に打ち、あいまいな
文を避けることの大切さを理解す
る。

〇

・表記の決まりを意識し、正しく
書く。
・漢字や慣用表現を正しく使う。

・ 係り受けについて理解する。
・ 文末表現について理解する。

〇

〇

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚を深め、
言葉を通して他者や社会に関わろう
とする態度を養う。

国語表現

配当
時数

（Ⅴ・Ⅵ群　田崎　　）

【 知　識　及　び　技　能 】我が国の言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係について理解している。

国語 国語表現 4

態

国語表現国語

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付ける
ようにする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像
したりする力を伸ばし、実社会における他者と
の多様な関わりの中で伝え合う力を高め、自分
の思いや考えを広げたり深めたりすることがで
きるようにする。

「国語表現」大修館書店

国語

【知識・技能】
・言葉には、自己と他者の相互理解を深める
働きがあることを理解し、言葉や表記の大切
さを理解している。［(1)ア］
・自分の思いや考えを多彩に表現するために
必要な語句の量を増し、適切な言葉遣いや表
記に関する知識を広げ、語感を磨き、語彙を
豊かにしている。[（１）ウ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・「表記クイズ」を解くことをとおして、正
しい表記や語彙を豊かにすることについて積
極的に取り組もうとしている。

○ ○ ○

領域
評価規準 知

○

20○

Ⅴ・Ⅵ群

18

作品や文章に表れているものの見方、感じ方、考え方をとらえ、内容を解釈している。

言葉がもつ価値への認識を深め，言葉をとおして他者や社会に意欲的に関わろうとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○ ○〇 〇

○

A レッスン１
　言葉と表記
【知識及び技能】
　文章の意味は、文脈の中で形成さ
れることを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
作品や文章に表れているものの見
方、感じ方、考え方をとらえ、内容
を解釈する。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深め，言
葉をとおして他者や社会に意欲的に
関わろうとしている。



３
学
期

〇

【思考・判断・表現】
・目的や意図に応じて、実社会の問題や自分
に関わる事柄の中から適切な題材を決め、情
報の組合せなどを工夫して、伝えたいことを
明確にしている。［Ｂ(1)ア］
・読み手の同意が得られるよう、適切な根拠
を効果的に用いるとともに、反論などを想定
して論理の展開を考えるなど、文章の構成や
展開を工夫している。［Ｂ(1)イ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・与えられたテーマから発想を広げて小論文
を書く活動に興味をもち、意欲的に取り組も
うとしている。

【思考・判断・表現】
・目的や意図に応じて、実社会の問題や自分
に関わる事柄の中から適切な題材を決め、情
報の組合せなどを工夫して、伝えたいことを
明確にしている。［Ｂ(1)ア］
・自分の思いや考えを明確にし、事象を的確
に描写したり説明したりするなど、表現のし
かたを工夫している。［Ｂ(1)オ］
・文章と図表や画像などを関係付けながら、
企画書や報告書などを作成している。［Ｂ(2)
イ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・調べたことをレポートにまとめることに興
味をもち、意欲的に学習に取り組もうとして
いる。

〇

合計

140

〇〇

２
学
期

E レッスン５
　発想を広げて書く
【知識及び技能】
　文章の意味は、文脈の中で形成さ
れることを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
作品や文章に表れているものの見
方、感じ方、考え方をとらえ、内容
を解釈する。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深め，言
葉をとおして他者や社会に意欲的に
関わろうとしている。

レッスン７
　グループディスカッションをしよ
う
【知識及び技能】
　文章の意味は、文脈の中で形成さ
れることを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
作品や文章に表れているものの見
方、感じ方、考え方をとらえ、内容
を解釈する。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深め，言
葉をとおして他者や社会に意欲的に
関わろうとしている。

・グループディスカッションのね
らいを理解する。
・積極的に話し合いに参加し、話
し合いに貢献している。
・ほかの人の話をよく聞き、その
趣旨や価値を理解している。

〇

レッスン６
　レポートを書く
【知識及び技能】
　文章の意味は、文脈の中で形成さ
れることを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
作品や文章に表れているものの見
方、感じ方、考え方をとらえ、内容
を解釈する。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深め，言
葉をとおして他者や社会に意欲的に
関わろうとしている。

・レポートの基本的な書き方を理
解する。
・客観的な根拠を集めて説得力の
あるレポートをまとめる。

8

26

〇 〇

【思考・判断・表現】
・視点を明確にして聞きながら、話の内容に
対する共感を伝えたり、相手の思いや考えを
引き出したりする工夫をして、自分の思いや
考えを広げたり深めたりしている。［Ａ(1)
カ］
・互いの主張や論拠を吟味したり、話合いの
進行や展開を助けたりするために発言を工夫
するなど、考えを広げたり深めたりしなが
ら、話合いのしかたや結論の出し方を工夫し
ている。［Ａ(1)キ］
・話合いの目的に応じて結論を得たり、多様
な考えを引き出したりするための議論や討論
を行い、その記録を基に話合いのしかたや結
論の出し方について批評している。［Ａ(2)
エ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・グループディスカッションに興味をもち、
学習に意欲的に取り組もうとしている。

〇

〇

〇

〇 28

〇 〇 〇

〇 〇 〇

・発想を広げるための方法を理解
する。
・テーマをもとに発想を広げて小
論文を書く。

〇



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 2 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句の量を増し、文章の中で使うことを通して、語感を磨き語
彙を豊かにしている。［(1)イ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえて、内容や構成、論理の展開などを的確にとらえ、論点を明確にしながら要旨
を把握している。［Ｂ(1)ア］
・「読むこと」において、人間、社会、自然などについて、文章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と結びつけて、新
たな観点から自分の考えを深めている。［Ｂ(1)カ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・学習課題に沿って、本文中の語句の定義を押さえ、粘り強く筆者の主張を読み取ろうとしている。

8○ ○ ○○

○

○

○ ○

近代以降の様々な文章を的確に理解する 適切に表現する能力を高めるとともに、ものの見方、感じ
方、考え方を深める。

「文学国語」（大修館書店）

国語

 生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに，言語感覚を磨き，我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち，生涯にわたり国語を尊重してその能力
の向上を図る態度を養う。

5

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

１
学
期

定期考査

A 単元　読む
【知識及び技能】
文章の中で使うことを通して、語感を磨き
語彙を豊かにできる。
【思考力、判断力、表現力等】
・筆者が定義することを的確に押さえ、主
張をとらえる。
【学びに向かう力、人間性等】
・これからの時代における「書く」「読
む」力について、自分の考えをもつ。

・文学的文章の読み方
・一人１台端末の活用　等

C 単元　山椒魚
【知識及び技能】
・言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあ
ることを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・韻文の表現や効果について理解を深める。
【学びに向かう力、人間性等】
・詩、短歌、俳句の形式やリズムを味わうとし
ている。

8

○

・「山椒魚」（井伏鱒二）
・一人１台端末の活用

国語

領域
評価規準 知

○

○ ○

定期考査 ○ ○

○

○

○

【学びに向かう力、人間性等】

進んで読書することによって、国語の向上を図り人生を豊かにする態度を育て
る。

文学国語

配当
時数

（　AB組：　木村　　）

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

国語 文学国語

態

文学国語

1

○

○ ○

【知識・技能】
・言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを理解している。［(1)ア]
・文学的な文章を読むことをとおして、我が国の言語文化の特質について理解を深めている。
［(2)ア]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、語り手の視点や場面の設定のしかた、表現の特色について評価するこ
とをとおして、内容を解釈している。[Ｂ(1)イ]
・「読むこと」において、作品の内容や解釈をふまえ、人間、社会、自然などに対するものの見
方、感じ方、考え方を深めている。[Ｂ(1)カ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・擬人法の表現や効果について理解を深め、作品の魅力を読み味わおうとしている。

1

○ ○ 5

○ ○ ○

7○

○

1

○ ○ 8

○ ○

○

２
学
期

定期考査

A 単元　短歌
【知識及び技能】
・登場人物の心情や境遇を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・文体の特徴や語りの構造をとらえる
【学びに向かう力、人間性等】
目的や意図に応じて適切な材料と形式を粘り強
く選び、表現する中で、自らの学習を調整しよ
うとしている

・短歌を鑑賞し、詠む。
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・短歌やそれに関する文章の種類や特徴などについて理解を深めている。［(1)ウ］
・文学的な文章を読むことをとおして、我が国の言語文化の特質について理解を深めている。
［(2)ア］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえて、内容や構成、展開、描写のしかたなどを的確
にとらえている。[Ｂ(1)ア]
・「読むこと」において、作品に表れているものの見方、感じ方、考え方をとらえるとともに、
作品が成立した背景や他の作品などとの関係をふまえ、作品の解釈を深めている。[Ｂ(1)オ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・短歌の特徴や構造に興味をもち、情景をふまえて、作品を読み味わったり詠もうとしている。

○ ○



単元　「こころ」
【知識及び技能】
論証したり学術的な学習の基礎を学んだり
するために必要な語句を習得できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・対比的な概念や具体例の意図をとらえ、
筆者の主張をつかむ。
【学びに向かう力、人間性等】
「自由」という視点から日本の近代につい
て考えを深めようとしている

【知識・技能】
・情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を増し、文章の中で使うことをとおして、語感を磨
き語彙を豊かにしている。［(1)イ]
・文学的な文章を読むことをとおして、我が国の言語文化の特質について理解を深めている。
［(2)ア]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえて、内容や構成、展開、描写のしかたなどを的確
にとらえている。[Ｂ(1)ア]
・「読むこと」において、作品の内容や解釈をふまえ、人間、社会、自然などに対するものの見
方、感じ方、考え方を深めている。[Ｂ(1)カ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・登場人物の境遇や、それぞれの人物関係をおさえ、作品の魅力を読み味わおうとしている。

・「こころ」（夏目漱石）
・一人１台端末の活用

5

合計

71

○

○ ○ ○ ○

３
学
期

○

○○

○ ○

○

○

○ ○

○

○ ○

1

8

○ ○ ○ 7

○ ○

6

定期考査

・「こころ」（夏目漱石）
・一人１台端末の活用

C 単元　こころ
【知識及び技能】
・書簡体の表現について理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・人物関係や人物の境遇と心情を
おさえる。
【学びに向かう力、人間性等】
・登場人物の境遇や、それぞれの
人物関係をおさえ、作品の魅力を
読み味わおうとしている。

【知識・技能】
・情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を増し、文章の中で使うことをとおして、語感を磨
き語彙を豊かにしている。［(1)イ]
・文学的な文章を読むことをとおして、我が国の言語文化の特質について理解を深めている。
［(2)ア]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえて、内容や構成、展開、描写のしかたなどを的確
にとらえている。[Ｂ(1)ア]
・「読むこと」において、作品の内容や解釈をふまえ、人間、社会、自然などに対するものの見
方、感じ方、考え方を深めている。[Ｂ(1)カ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・登場人物の境遇や、それぞれの人物関係をおさえ、作品の魅力を読み味わおうとしている。

２
学
期


